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1.ESDを進めるにあたって

本校の研究テーマを受け，英語科でもどのようなことを念頭に授業作りをしていくのか次の三点

を確認した。

まず，教科の目標や育てたい力を第一に考えるということである。英語科の目標は「外国語を通

じて，言語や文化に対する理解を深め，積極的にコミュニケーションを図ろうとする態度の育成を

図り，聞くこと，話すこと，読むこと，書くことなどのコミュニケーション能力の基礎を養う｡」

である。これを基本に各学年の教科の目標を生徒が達成できるような授業をめざすことにした。同

時に，現行の学習指導要領の基本的考え方にあるように，各教科において育成する学力の重要な3

要素の一つである「思考力・判断力・表現力等の育成」を重視していくこととした。

二つ目は,上記の教科の目標や思考力･判断力･表現力等の育成をめざしながら,ESD(Education

forSustainableDevelopment;持続可能な開発のための教育）の視点に立った学習指導を行って

いくことである。その際に，持続可能な社会づくりの構成概念に関連させて,ESDの視点に立っ

た学習指導で重視する能力･態度すなわち①代替案の思考力，②未来像を予測して計画を立てる力，

③多面的，総合的に考える力，④コミュニケーションを行う力などをどのように育成するかを考え

ていくことにした。

三つ目は，他教科で扱っている教材を意識して，教材の「つながり」を考えながら指導していく

ことである。例えば，同じ題材の教材をどの教科でいつ扱うかを考えて指導することで，生徒の理

解をより深めていきたい。また，同じ題材であっても違う教科で扱うことで，違う能力・態度を育

成することにつながり,ESDをより統合的・複合的に指導することにつなげていきたい。

この様に，昨年度と今年度の研究では英語科の目標や思考力・判断力・表現力等の育成を第一に

することを念頭に置きながら,ESDの視点に立った授業作りを行い，他教科との教材の「つなが

り」を考えながら研究を進めていくこととした。

2能力・態度の育成にあたって

（1）中心的に扱う能力・態度について

教科の目標を踏まえると,ESDの視点に立った学習指導で重視する能力・態度の中では特に④

コミュニケーションを行う力を重視することになる。加えて，教材や単元によっては①代替案の思

考力②未来像を予測して計画を立てる力，③多面的，総合的に考える力を重視することもある。

（2）従来の研究とのつながりについて

これまで英語科では，表現活動において思考・判断の様子が見られると考え，自分の考えを人に

話したり，読んだことをもとに自分の体験を書いたり，人と話した後で自分が話したことをまとめ

て書いたりさせてきた。このように技能を統合させて表現活動に取り組みながら,ESDの視点に

立った能力・態度を育成することを重視してきた。以下は昨年度（平成26年度）の例であるが，
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第1学年の“リサイクル活動”ではリサイクルのために自分ができることを考えてお互いの意見を

話したり聞いたりすることで，「コミュニケーシヨンを行う力」を，第2学年の"IfyouWishto

SeeaChange''では今後環境のために何ができるかを考えて自分の考えを書いたり，人に話したり

することで「未来像を予測して計画を立てる力」や「多面的，総合的に考える力」を，第3学年で

は"FaithfulElephant3'で物語から戦争の歴史を考え，過去の歴史から学び建設的な未来のため

に「批判的に考える力」の育成を目指しながら,物語の登場人物になったつもりで手紙を書いたり，

戦争についての自分の考えを書いたりした。

英語科では「コミュニケーションを行う力」を育成することを前提としながらも，生徒の発達段

階や扱う題材に応じてその他のESDの視点に立った能力・態度を育成することができるというこ

とが言える。

(S)教材の「つながり」について

英語の表現力は母語の表現力に比べるとかなり未熟であると考えられるが，それが生徒達の思考

力・判断力が未熟であることを意味するわけではない。母語である日本語で思考し，判断したこと

を英語で表現するためには，英語で「聞く」「読む」「書く」「話す」の技能を育成する必要がある。

そして技能を育成するためには，表現するための知識や自分の考えがなければならない。その知識

や考えの基盤を作るために他の教科とのつながりがとても有効である。単元の題材が他の教科と共

通していたり，他の教科で得た知識が基盤となっていたりすると他教科で学んだ知識をもとに思考

しながら英語で文章を読んだり，自分の考えを表現したりするときに，日本語と英語の表現の違い

に気付いたり，他の教科で学んだことが先行知識となって理解や表現を助けたりする。又，英語科

で学んだ内容が他教科で学ぶ際の刺激になり，他教科での関心・意欲・態度の向上につながるよう

なこともある。さらに，学年を超えて同じ題材に取り組ませることで，以前は考えられなかったこ

とを考えたり，異なる見方をできるようになったりすることがある。生徒はこれらの教科間・学年

間のつながりを感じることにより，意欲が高まる。それぞれの教科や学習内容における思考が相乗

的に深まり,ESDの視点で重視する能力や態度を育成することが期待される。

今年度第1学年では「リサイクル活動について言う」という活動を行った。この単元では複数

形が導入され形式を理解した後，自分が取り組んでいるリサイクル活動について"Wecollect

bottlecaps."@GWecollectpetbottlesathome."と言ってみる活動である。これにより教科の

目標である「複数形を用いて自分が実際に集めているものを表現する」とESDの視点で重視する

｢コミュニケーションを行う力」「進んで参加する態度」を育成することができる。その後，家庭科

でリサイクルのしくみや集められるものについて学ぶことで，生徒はリサイクルを別の視点から見

直し，自分ができることをもう一度考える。そして第3学年の単元で再度リサイクルについて学ぶ

とき，「自分は何ができるか」をさらに深く考え，表現することができる。ここで他教科との「内

容的なつながり」や同じ教科の「時間的なつながり」が，思考力・判断力・表現力を育成すること

がわかる。

第2学年では英語科と国語科の両方で，一つの作品を同時期に読むことに取り組んだ。一つ目の

実践は7月に行った。英語科で"ThePillow''という星新一氏の作品を読み，物語が始まる前の話

を英語で考えたり，登場人物の性格や行動を考えたりして読み進め,国語科ではその原作である「新

発明のマクラ」を日本語で読み，英語では表現されていない部分や，英語と日本語で表現や細かな
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〔一つ目の実践〕

・日本語で書かれた「新発明のマクラ」と，英語で書かれた"ThePillow"では話が同じでもとこ

ろどころの表現が違って比べてみておもしろかった。今回の，前の話を考えるという課題も英語

だということもあってすごく単純なものになったけど，日本語でひねったものを作ってみてもお

もしろいと思った。

・国語で原文を読み，この話はもっと深いことを知りました。英語にすると少し否定的な部分が肯

定的になるなど違う所があっておもしろいと思いました。

．この"ThePillow"は国語の授業で原作と比較していて原作と少し違う部分もあり，より物語に

ついて知ることができた。

･"ThePillow"の前のお話を．考えるというのも，自分で単語を調べるきっかけになったり新し

い文法を知るきっかけとなりました。国語の授業でも「夢のマクラ」という題名で扱い，これも

英文と和文の違いを知ることになりました。

英語の授業では文の意味や物語の筋を理解するにとどまるが，国語の授業では英語で表現されて

いない部分を知り，作者や英訳者の意図を推測したり，物語が書かれた時代背景を知ることで，深

く読むことができたと感じている。以下は二つ目の実践の最後に書いた感想である。（）内は筆

者による補足。

〔二つ目の実践〕

・国語と同時に勉強することで内容をより深く理解できたと思う。原作と英文にしたときの違いも

見つけられた。

・英訳されると日本語とは異なる表現も多いけどそれも面白いと思います。まず「おーいでてこ－

い」が"CanAnyoneHearMe?"になっているのが面白かったです。

．‘℃anAnyoneHearMe?''は国語で扱ったものには書いてある内容でも英語のものにはなかったり

違いについて知ることができました。

・国語の時間でも同じ物語を（学習）していたので内容を理解しやすかったけど，英語にするとこ

んなに短くなるんだと気付かされた。

・国語でやった（学習した）物語の文章と英語でやった（学習した）物語の文章を比べると英語で

は省かれている部分が多いと思った。

・国語の本文と英語の文を見ていると，国語の文より簡略化されていて英語の文の方がすこしわか

りやすい感じもしました。

・英語と国語で1つの話について考えることで，文の内容を理解したり話のおもしろさなどを知る

ことができた。

．「おーいでてこ－い」の原作を英語に直すと"CanAnyoneHearMe?''になる。このときもう"?"

がついていてやっぱり原作とは違うなぁと感じた。日本語の感情は多様で英語よりも細かいとこ

ろが多いけれど，英語ではその分何を思ったのか（を）読む側が考えることができるので，より

自分流の読みものになるなあと思った。

･英語だけでは少し難しく理解しにくい所もあったけれど，国語と同時進行でやる（学習する）こ

とで内容が時間をかからず（かけず）読解できたと思う。
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ての思考力・判断力・表現力の育成を促進することができたと考えている。どの単元でどのような

力を育てたいのか，そのためにはどの教科とつながることができるか，単元計画を立てることで他

教科との連携が更に充実すると考えられる。

課題としては，生徒は表現したい考えがあるのだが，教科書の本文に出てくる表現だけではそれ

を伝えることができないことが挙げられる。そのため，辞書を使わせることもあったが，日本語の

表現を単語だけをそのまま英語に直し，意味が通じない表現にすることがあった。手立てとして，

他教科の題材の中に生徒が英語で表現することが予測できるものを集約し，表現集などのような形

であらかじめ準備することが考えられる。又，表現の際の文法的な誤りを少なくするために，生徒

が書いたものを公開しながら添削したり,共通して誤りが見られるものを共有したりした。今後は，

知っている単語を使って自分の意見や考えを言うための多様な表現を全体で共有したり，教科書に

関連した内容のものを読ませたりすることで，より多くの表現のモデルに触れさせることができ，関連した内容のものを読ませたりすることで，より多

書く技能を育成することにつながるものと考えられる。
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ESD実践事例【環境】1-1:リサイクル 1年英語科6月26日実施

1題材名リサイクル活動

2ねらレ 、

相手に何をするのかたずねたり答えたりできる。/2A[2o]以上の人［もの］について言える,/数をたずねたり答えたりでき6,

基本的な英文を用いて自分のリサイクル活動について言える 0

3学習活動

(1)Whatdoyou ～?で始まる疑問文とその答え方を学習する。

日常の行動についてたずねたり答えたりする。

教科書本文を通して,recyclingday(資源ごみ回収日）について知る。

自分の家（地域）のrecyclingdayを調べてくる。

（2）複数形の概念を理解し，綴りと発音を学習する。（6月26日）

既習の名詞の複数形を用いて，基本的な情報のやり取りをする。

･教科書本文を通して，リサイクル活動の基本的な表現を知る。

◎問題解決場面目標「自分のリサイクル活動について言える」

①自分の地域の資源回収日が言えるWehavearecyclingdayonthefirstTuesday.

②地域で何をリサイクルしているかが言えるWecollectbooksandbottles.

4人班でリサイクルしている物を話し合い，それをクラスで共有して整理するこ

とで ， 思考する一手法を学ぶ。

③家で何を集めているが言えるWe(don't)collectPETbottlesathome.

④収集場に持っていくが言えるI(don't)takethebottlestothecollectionsite.

(3） How many ～?で始まる疑問文とその答え方を学習する。

身近なことに関して フ 基本的な情報のやり取りをする。

･教科書本文を通して，リサイクルする活動で集めたペットボトルキャップが ， ポリオワク

チンの購入に役立ち，発展途上国の子どもたちを救うことにつながることを知る。

4ESDとの関連

（1）構成概念

Ⅲ有限性…地域を挙げて行うリサイクル活動を通して，大事な資源を再活用することに気づく。

V連携性…ペットボトルキャップをリサイクルする活動が，結果的にだれかの役に立っているこ

とに気づく。

（2）能力・態度

④コミュニケーションを行う力

⑦進んで参加する態度

【教科の目標（評価規準）】

･初歩的な英語を用いて，自分のことや身近なことについて紹介したり，人の話を聞いて質間し

たりすることができるようにする。（教科の目標）

Whatdo you ～?で始まる疑問文を用いることができ，それらの疑問文に適切に応答できる。

(単元の目標：評価規準）

（3）教材の「つながり」

①ESD関連分野リサイクル

②教科理科，技術・家庭（技術分野） , 技術・家庭（家庭分野）

③題材「いろいろな物質とその性質」（理科1年）

｢設計」（リサイクル）（技術1年）

｢食生活と自立」（ゴミの減量）（家庭1年）
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ESD実践事例【国際理解】15-3:食生活 1年英語科9月4日実施

1題材名国際フードフェスティバル

2ねらい

友だちや身の回りのものを紹介したり，たずねたり答えたりできる。／物・人がどこ

にある・いるのかたずねられる。／家族や友だちについてはなせる。

食文化を通して，国際理解・異文化理解を深める。

3学習活動

(1)Thisis～./Thatis～､で始まる文とその疑問文。答え方を学習する。

．近くにあるものや人，遠くにあるものや人について説明したりたずねたりする。

･教科書本文を通して，食文化（＝異文化）の違いについて触れる。

さまざまな食の例を通して，食文化（＝異文化）の違いについて理解を深める。

◎問題解決場面目標「食文化の異なる人同士の会話を考えよう」（9月4日）

①日本ではほとんど食されないインドやアンデスなどの食べ物について知る。

②それら日本ではほとんど食されない外国の食べ物が，そこの風土や環境に影響を受

けていることを想起させる。

③上記2つを受けて，食文化の異なる日本人とアンデス地方の人との会話を考える。

④応答から疑問文を考えたり，疑問文から答えを考えたり，さらには ， 日本独自の食

材に目を向けさせたりする 0

⑤上の課題は，個人で考えた後，グループで共有・発表する。

（2）疑問詞whereとそれに伴う前置詞を学習する。

･身近にあるものや建物などについて，たずねたり答えたりする。

教科書本文を通して，衣類の文化の違いを理解する。

･食文化と同様に，衣類にも国によって違いがあることを知る。

（3）3人称の代名詞heとshe,および，それらを用いたbe動詞の疑問文と答え方を学習する。

ある人物について，二つ以上の情報を相手に伝える。

ある人物について，たずねたり答えたりする 0

4ESDとの関連

（1）構成概念

I多様性…自国では食べないが，他国では食べられている食材が様々あることに気づく

（2）能力・態度

③多面的・総合的に考える力

④コミュニケーションを行う力

【教科の目標（評価規準）】

･外国語を通じて，言語や文化に対する理解を深め，積極的にコミュニケーションを図ろうと

する態度の育成を図り，聞くこと ， 話すこと，読むこと，書くことなどのコミュニケーショ

ン能力の基礎を養う。（教科の目標）

･相手の持ちものについて適切に尋ねることができる。／ものがどこにあるか適切に質問する

ことができる。/he・sheを正しく用いて人について話すことができる。（単元の目標）

食文化を通して，国際理解・異文化理解を深める。（単元の目標）

（3）教材の「つながり」

①ESD関連分野国際理解

②教科社会，技術・家庭（家庭分野）

③題材「世界各地の人々の生活と環境」（社会1年）

｢食生活と自立」（食文化）（家庭1年）
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ESD実践事例【環境】6-1:環境保全 2年英語科2014年10月22日実施

1題材名IfYouWishtoSeeaChange

2ねらい

動作についていえる。／人やものの様子や状態について言える。／だれかに何かを与えるということを言える

初歩的な英語を用いて，環境に関する自分の考えを書くことができる 0

3学習活動

（1）動名詞を用いて「～すること」という表現を学ぶ。また，本文を通して身近な環境につい

て考える。

自分の好きなことや得意なことについて動名詞を使って表現する。

･本文を読み，環境のために自分ができることを考え英語で書く。（10月22日）

◎問題解決場面目標「環境のために自分ができることを考え英語で書く」

①教師と英語で対話をしながらSevern簡単な経歴を知る。

②本文の音声だけを聴いて，時と場所の基本情報を聞き取る。

③本文を黙読した後，未習語を教師に質問し意味を確認する。

④本文の概要を確認する。

⑤3回の音読練習をする。

⑥「伝説のスピーチ」の一部をYouTubeで試聴する。

⑦本文に戻り，セヴァンの主張として重要だと思う文を抜き出す。

アIfyou can'tfixtheenvironmentツ pleasestopbreakingit!

/rWemustchangeourlifestylestosavetheanimalandplants.

ウ ●●● sheknewthatweareallpartofabigfamily.

⑧（上のイの下線部を受けて，）自分たちのライフスタイルが，今ど
ｰ

フ な ’つ ているの

かを見直してみる。その際，衣(Clothing),食(Food),住(Shelter),その他(Other

things)の観点から1つ選び，マインドマップを作成することで情報を整理する。
⑨"Whatwillyou dotosavetheenvironment?"という課題を受け， ~マインド ~マツ

プの中から環境保護のために，自分が何かできる可能性のあるものに赤丸をつけ，

日本語と英語で書く。（宿題）

･代表生徒の英語を読むことで，環境に関する英語表現を学ぶと共に，既習事項で自分の考

えを表すことができることを学ぶ0

（2）相手の持ち物を見て「～に見える」と表現することを学ぶ。また，本文を通して世界と自

分との関わりについて考える。

（3）誕生日などに誰に何をあげるかをgiveを使って表現する。

4ESDとの関連

（1）構成概念

Ⅲ有限性…将来世代のために，有限な自然環境がどんどん破壊されていることに歯止めをかけ

ないといけないこと。

V相互性…地球に住む入みんなが，大きな一つの家族の一員としてかかわっていること。

（2）能力・態度

④未来像を予測して計画を立てる力

⑦多面的・総合的に考える力

【教科の目標（評価規準）】

自分の好きなこと等ついて動名詞を使って表現することができる。／相手の様子を見

て「～に見える」と的確に表現できる。／誰に何をあげるか等をgiveを使って適切に

表現できる。

初歩的な英語を用いて，自分の考えを書くことができる。

（3）教材の「つながり」

①ESD関連分野リサイクル

②教科技術・家庭（家庭分野）

③題材「わたしのアクション」（衣生活と自立）（家庭2年）
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2年英語科6月9日実施ESD実践事例【人権】社会参画

MuStとhavemの違いを帷

｢客観的に見て必要性があを

中に日本語で書かれている戎

ーU

巽択肢は沙

ヨーテZ-J/1名

叩
の 〔〕な0

ーE

3’間の梯の言吾ﾉ眉

get叩eallybetble6:00

ユレ、の善 の冴今＝亨レ､信

ゴ蒋音で善

今い、教E

弓背口l有声l計 Lへ〃匹二

の冒昔'ロIIL_'『汗

t）|H」L〆d、

めに「託
曹ノ凹一學

◎問溌

日煙

央場直

)ぬ左庄

の内容や

晨ｵ努尽.j必嬰

苛画泪玩の印

4ESDとの関連

（1）構成概念

V連携性…持続可能な社会の維持のために，お互いの連携や協力が必要であり，一人一人の積極的な姿勢が大切

であること

（2）自助・態度

⑦進んで参加する態度

【教科の目標（評価規準）】

より良い生活のために「自分がしなければならないこと」，より良い社会のために「誰もがしなければならない

こと」を，必要に応じてmustやhavetoを用いながら書くことができる。

（3）教材の「つながり」

①ESD関連分野社会参画，人権

②教科社会

③題材「人権」「国民の義務」（3年公民分勤
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1題材名qlalWWalk

2ねらレ 、

｢しなければならない」義務や必要性について自分の考えを表現することができる。

･チャリティーの意義について知り，自分たちも社会に貢献することができることを感じることができる。



ESD実践事例【その他】17-1:言語 2年英語科7月9日実施

1題材名ThePillow

2ねらい

･それぞれの語句の意味を知り，本文の内容を理解することができる。

･物語の背景や登場人物の行動，心情などを推測し,物語が始まる前の話を書くことができる。

3学習活動

（1）ブレーンストーミングをする。

｢博士はなぜマクラを作ろうと思ったのか」教師からの問いかけに，日本語で自由に意見を言う。

･教師が黒板に意見を書き英語で書きかえるのを見て，英語の表現を知る。

（2）「物語が始まる前の話」を書く。

ワークシートに自分が考えた話を書く。

自分が書いた話を音読する。

．隣の人とお互いに読み合い，文法的な誤りや分かりにくい表現を直す。

（3）「物語が始まる前の話」を読み合う。

4～5人のグループを作り，順番に読む。

何人かの生徒が全体の前で読むのを聞く。

･感想や学んだことを日本語で書く。

◎問題解決場面

目標「物語が始まる前の話を自分で考えて書くことができる」

･物語の背景や登場人物の行動，心情を推測し教科書本文が始まる前の話を書く。

書いたものを友達と交換して読み合う。

（4）生徒の感想

日本語と比較して英語を学べたので，日本語の特徴とともに，英語の文章を読む力がとてもつきました。

日本語で書かれた「新発明のマクラ」と，英語で書かれたc6ThePillow''では，話は同じでもところどころの表現

が違って，比べてみて面白かった。

｢新発明のマクラ」と ，

66

ThePillow''を国語英語で読んで，短いけれど笑えるところがあっておもしろいなあと

思った。

4ESDとの関連

（1）構成概念

V連携性…自分の考えを話したり人の考えを聞いたりすることで，異なる価値観があることを知り，

それらを受け入れたり異なる視点から考えたりすることが大切であるということ。

（2）能力・態度

④コミュニケーションを行う力

【教科の目標】

物語文を通して読み，内容を理解する中で英語特有の表現に触れ，日本語との差異に気付くことがで

きる0

（3）教材の「つながり」

①ESD関連分野その他，言語比較

②教科国語

③題材「新発明のマクラ」（2年）
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ESD実践事例【環境】7-1:言語

1題わ 名CanAnyOne HearMe？

』H仁

語り

3学習活動

耗問に思ったこ

乍若の黄図を祥

（1）物語の内容理解

第1時

2年英語科11月17～21日実施

弓吾C

物語を三つの部分に分け，その内の最初の場面を黙読する。朗読を聞く。

･順序がバラバラになっている文章を本文に合うように並べ替える。

･英語の質問に答える。

単語，本文の音読練習をする。

第2時

二つ目の場面を黙読する。朗読を聞く。

TFの質問に答える。

単語，本文の音読練習をする。

（2）物語を読んで疑問文を書く。

疑問に思ったことを自由に言う。

自分が疑問に思ったことを1～2文 ， 英語で書く。それに対する自分の考えを書く。

（3）物語の続きを予想する。

第3時

前時までに読んだ物語を黙読する。朗読を聞く。

自分たちが考えた疑問文（教師がまとめたもの）に対して自分の考えを書く。

ペアで考えを言い合う。全体で発表し合う。

･物語の続きはどうなると思うか。1～3文で書く。

グループでお互いの文を読み合う。全体で発表する。

･物語の最後の場面を黙読する。朗読を聞く。

･感想や学んだことを日本語で書く。

◎問題解決場面

目標「物語を読んで疑問文を書いたり，物語の続きを予想したりして書くことができる」

･物語の背景や作者の意図を推測し,物語の続きを予想して書く。

書いたものを友達と交換して読み合ったり，考えを言い合ったりする。

4ESDとの関連

（1）構成概念

Ⅵ責任性…我々が住む地域や国の環境は，我々自身が指標を持って行動し，守っていく

責任があるということ。

（2）能力 ● 態度

②未来像を予測して計画を立てる力

【教科の目標】

物語を読んで質問文を作ったり，物語の続きを予想したりすることで本文を深く理解しよ

うとする意欲を持たせることができる。又 ， 自分の考えを書いたり，人に話したりすること

を通して外国語を表現する能力を育成することができる。

（3）教材の「つながり」

①ESD関連分野環境，言語

②教科国語

③題材「おーいでてこ－い」（2年）
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ESD実践事例【環境】10-3:エネルギー資源 3年英語科11月21日実施

1題材名PROGRAMSCleanEnergySources

2ねらい

環境問題（地球温暖化防止）について，これから自分ができることは何か，自分の意見や考えを英語で述べる
ことができる。

3学習活動

1.Review

･前時にどの発電方法について，自分の考えを書いたか確認する0

[wavepower/geothermalpower/windpower/solarpower]
<その他:thermalpowex;waterpower;nuclearpower＞

･今後私たち（日本）はクリーンエネルギーを使っていくべきか，なぜそう思うのか述べる。

雄蒜胤話6髄きざ鑑§n甚龍…ﾉ…§誰碓苣iiSi乞五孟自五f…ﾌ…錨亙撒臘孟E薑……………
stopclimatechange/notgiyeoHCO2(greenhousegases)/nmtedhssnf'els;

●●･■･･････●申･●●｡①･･･◆･巳・De■･■･･･、･･｡■巳・■■･岳■･･･■･･････D・････●●申●◆C･･･■･･･■･･■････■・・■・・D･･･■･････｡･･◆･･｡･･･0．00･･･････■･･･■｡｡■｡｡･･｡■■｡､･･･■■･･･■･･･G･■■･･･････◆･0･･･自・｡■・・､■･岳■■･･･････o･･････◆

2．ImroductionofTbdaySclass
（1）ツバルの現状を聞いて，環境問題について考える。

｢地球温暖化，しずみゆく楽園ツバル」写真・文山本敏晴αWPO法人地球船地球号）

(課題)"Whatcanwedotostoptheglobalwarmlngandhelpmlvalu?"
～ツバルの中学生に「自分の取り組み」についてのメッセージを送ろう。 ～

（2）ワークシートStep 1

ペアで自分が「できること」「すべきこと」や「これからすること」についてお互いに言い合う。

（3）ワークシートStep2
マインドマップで自分の考えを深める。

（4）ワークシートStep3
ツバルの中学生へのメッセージを3，4文の英語で言えるように，考えを書く。

（5）ワークシートStep4
グループで発表し，助言・感想を伝え合う。

3．Consolidation

数名の生徒がクラス全体に発表する。

4.CIosmg
･EnglishLearningJournalを書いて，振り返りをする。

4ESDとの関連

（1）構成概念I多様性Ⅵ責任性

さまざまな発電方法やその問題点を知り，エネルギーや環境問題について考える。（多様I生）

環境問題から，これから自分がすべきことやできることを考え，発信していく。（責任性）

（2）態度・能力

②未来像を予測して計画を立てる力

地球温暖化の防止のために，これからの生活の中で，自分がすべきことを考え，発表できる。
（3）親才の「つながり」

①ESDとの関連環莞

②教科社会

③題材資源・エネルギー問題

-135-


